
　
俳
　
句	

　
　
　
　
　

玉

井

北

男

選

図
書
館
は
森
の
静
け
さ
年
の
暮　
　
　
　

三
谷
福
美

母
の
忌
や
母
の
遺
作
の
紙
か
み
び
い
な雛　
　
　
　
　

渡
部
喜
生

す
れ
ち
が
う
歩
き
遍
路
の
冬
仕
度　
　
　

森　

隆
子

寒
の
酒
眠
ら
す
蔵
の
奥
深
し　
　
　
　
　

大
森
妙
子

餅
搗つ

か
ぬ
年
重
ね
け
り
老
い
に
け
り　
　

菅
の
ぶ
子

目
の
裏
に
残
る
眩
し
さ
黄
水
仙　
　
　
　

髙
橋
容
子

香
の
流
る
朝
の
臘ろ
う
ば
い梅
華
や
げ
る　
　
　
　

三
好
清
信

鳴な
る
こ子
引
く
た
だ
二ふ
た
せ畝
の
田
の
中
で　
　
　

眞
鍋
正
利

　
川
　
柳	

　
　
　
　
　

平

尾

忠

文

選

お
手
玉
を
あ
や
ぶ
る
妻
の
幼
顔　
　
　

木
原
恵
美
子

年
明
け
の
孫
の
笑
顔
と
お
年
玉　
　
　

越
智
富
美
子

玄
関
に
千
両
活
け
て
福
迎
え　
　
　
　

髙
塚
フ
ミ
子

北
風
に
逆
い
な
が
ら
子
等
走
る　
　
　
　

三
谷
福
美

気
温
の
差
着
た
り
脱
い
だ
り
身
を
守
る　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
ト
シ
子

一
人
言
云
っ
て
答
え
る
自
己
会
話　
　

塩
見
眞
由
美

齢
の
せ
い
云
わ
れ
た
く
な
い
喜
寿
な
れ
ど　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤
泰
江

来
た
道
と
こ
れ
か
ら
先
を
思
う
歳　
　
　

近
藤
美
鶴

　
短
　
歌	

　
　
　
　
　

藤

田

虎

雄

選

初
雪
に
押
さ
れ
て
帰
る
買
物
の
手
押
車
に
積
も
る
雪

つ
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
根
祐
子

陽
光
の
川
原
に
あ
ふ
る
る
小
正
月　

枯
草
ふ
み
て
墓

地
へ
と
歩
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
伯
利
枝

い
た
だ
き
し
国
安
和
紙
を
撫な

で
な
が
ら
寒か
ん

の
苦
労
を

し
み
じ
み
偲し
の

ぶ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
本
郁
子

老
い
独
り
の
早
き
目
覚
め
の
夢ゆ
め

現う
つ
つに
暗
き
窓
打
つ
風

の
音
聞
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
智
幸
子

曾ひ
い
ま
ご孫
が
起
き
て
い
る
か
と
見
て
み
る
と　

ひ
と
り
で

テ
レ
ビ　

わ
れ
の
出で

が
無
し　
　
　
　
　

一
色
早
苗

わ
が
息
子
へ
誕
生
日
メ
ー
ル　

了
解
！
と
一
言
の
返

信　

有
る
だ
け
ま
し
か　
　
　
　
　
　
　

髙
塚
啓
子

胃
カ
メ
ラ
を
飲
ま
さ
れ
我わ
れ

は
ハ
ア
ハ
ア
と　

看
護
師

さ
ん
は
息
出
来
て
ま
す
と　
　
　
　
　

日
和
佐
彌
生

き
っ
ち
り
と
医
師
に
告
げ
ら
れ
安
堵
す
る
病
は
気
か

ら
し
み
じ
み
思
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
谷
福
美

■
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
　
作
品
募
集

　

作
品
は
、
読
み
や
す
い
書
体
（
楷か

い
し
ょ書
等
）
で
作
成
し
、

俳
句
・
川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に
は
ふ
り
が

な
を
振
り
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
毎

月
１
日
ま
で
に
担
当
課
へ
郵
送
・
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先　

　

〒
７
９
３
―
８
６
０
１　

明
屋
敷
１
６
４

　

西
条
市
役
所　

広
報
広
聴
課　

広
報
係

　

℡
０
８
９
７
―
５
２
―
１
２
０
４
（
直
通
）

山林火災予防運動
５月31日㈫まで実施中！

　この時季は強い風が吹き、雨も少なく空気が乾

燥するため、火災が発生しやすくなります。

　さらに、山林に燃えやすい落ち葉や枯れ草が多

く残っていることから、火災が発生すると、非常

に大きな被害をもたらす恐れがあります。

　山火事を防ぐためには、一人ひとりが森林の大

切さを認識し、防火意識を高め、火災予防の徹底

を図ることが大切です。

　この運動は、火災が発生しやすい時季を迎える

にあたり、火災予防思想の一層の普及を図ること

で、火災の発生を防止し、火災による死傷者の発

生や財産の損失を防ぐことを目的として、全国一

斉に毎年実施されています。

問合せ

東消防署　TEL0897－55－0119

西消防署　TEL0898－68－0119

無防備な

　心に火災が

　　　かくれんぼ

（平成28年全国山火事予防運動統一標語）

（防火標語）

春の全国火災予防運動
３月１日㈫～７日㈪
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